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＜連絡事項＞

・3/7～アルコール依存症の患者様へ毎週土曜日の午前中にSSTを実施していますが
スタッフより是非ＳＳＴの勉強会を実施して欲しいという希望が聞かれましたの

で、SST(アルコール依存症患者様用)勉強会を開催致します。

日時：3月31日（火）17：30～

場所：ユーティリティ

内容：アルコール依存症の患者様へのＳＳＴ（テーマ設定など）

参加をお願い致します。
・3/29（日）に坂本秀男様が、昼食後薬服用時に夕食後薬を服用するという、誤薬
事故が発生しました。医療事故対策委員長が、4/15（水）のカンファレンスに

参加し事故分析をする事になりました。ＭＳＨＥＬはすでに提出しています。

・固形石鹸から液体石鹸へ変更となる件で、現在感染委員会の方で各病棟での必要な数を確認してから、庶務チームへ連絡して発注となります。

・動静入力についてですが、ノロウイルスなど感染情報に関してきちんと確認して入力するようにして下さい。また、その他の感染情報についても退院・転入などがあった場合にも気をつけて入力するようにしましょう。

・4/2（木）の皮膚科診察は外来も行うとの事です。

・明日からカンファレンス記録など21年度となる為、09001からのスタートとなります。年度が変わりますので、温度表や日誌・カンファレンス等を回覧する際は気を付けましょう。

＜受け持ち患者NCP評価、検討＞

· 浅野　秀子様～本日午前中の作業を拒否する事があり、特に不調を訴える事もな

　　　　　　　　く、「作業に集中できないから、眠いから」と話されています。先日の診察時にご家族が面会になかなか来られないのでどうしたらよいかと主治医に相談される事がありました。主治医より自分から会いに行ってはどうかと提案があり、本人も了解され御家族へ電話を掛けて相談していく事となっていました。準夜帯で、

電話をかけていますが、不在のようです。この為、不安感が強くなっている事が日課の取り組み状況に支障が出ている事が考えられます。スタッフからもご家族へ事前に連絡し、経緯を情報提供した上で本人に電話させる等の対応について検討していきましょう。

＜田名部Drケースカンファ＞

・八木橋　牧雄様～本日の深夜帯で、本人の記憶力について確認しています。間食でごませんべいを摂っても良い事を説明されていますが、翌日もまた、2回の買い物訓練でも「まだダメだって言われた」と話している事を伝えています。本人にとって避けたい話題ですが、現実を受け止め対応策を考えていく必要がある事を伝えています。例としてボードに必要な物をメモし常に見る。ノートへ記載し確認するなど。本人は嫌な思いはしていないという事とお礼を述べています。

　　　　　　　　　問診時スタッフ付き添いでの買い物状況や、他患者様同伴にて外出している事を情報提供しています。主治医より間食については、１日160ｋｃａｌまでは許可となっています。おやつの自己管理については、しばらくはスタッフ管理にし様子を見ていく事としています。今後について、火の始末や、ガスの元栓、戸締りなど単身生活について不安はないとの事ですが、「アルコールしだいだなー」と冗談のように話されています。主治医より今後単身生活をした場合に、以上の事柄をこなしていけるようにと説明を受けています。今後の生活設定への関わりを行っていきましょう。

・飯豊　信雄様～主治医より改めて嗜好品に対して確認しています。今後嗜好品の

　　　　　　　　　指導・確認も含めスタッフ付き添いで、一時的に行う事につい

て説明し了解されています。現在は苛々感もなく夜間も休めて

いると話されています。間食状況を確認し、量が多い場合は介入

　　　　　　　　　していきましょう。また、買い物の際には週2回である旨確認

　　　　　　　　　しながら、間食量とのバランスを考えて購入出来るよう介入

　　　　　　　　　しましょう。

・倉橋　生子様～入浴をしないと不快感があり、最近は入浴するようになったとの

　　　　　　　　事、食事は摂れない事もあると自ら話されています。周囲を気にしている様子はありますが、「気にしないようにします」と話されています。作業で作成した物を主治医へ見せたり、表情穏やかです。日課の取り組み状況やプログラムへの参加状況、周囲との交流状況を観察・確認しながら、症状管理への認識を深められるよう関わっていきましょう。

・菊地　明子様～強い不安はないが、やる気のなさや体が重くなる感じはあるとの

　　　　　　　　事ですが、各プログラムへは参加出来ている事を自ら話されてい

ます。今後は髪を切る等の外出する機会を持って行くようにと、主治医より話されています。診察中も表情穏やかです。夜間の睡眠については、2回位中途覚醒あると話されています。睡眠状況やプログラムへの参加状況、不安について観察・確認し、自己対処

　　　　　　　　を含めた症状管理への援助を行っていきましょう。　

















































